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国
民
健
康
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

　

9
月
下
旬
に
国
民
健
康
保
険
加
入
者
へ

新
し
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
簡

易
書
留
で
送
付
し
ま
す
。

　

町
役
場
で
の
受
け
取
り
を
希
望
す
る
方

は
、
9
月
15
日
ま
で
に
町
住
民
安
全
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
あ

る
世
帯
の
方
は
、
被
保
険
者
証
の
交
付
が

制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
安
全
課(

担
当･

浅
妻)  

☎
32
‐
６
７
０
３

　

～
10
月
1
日
は
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　

被
保
険
者
証
の
更
新
日
で
す
～

　

～
人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
用
の

　
　
　
　
　
　
　
　

助
成
を
行
い
ま
す
～

検診内容 一般的な
基本料金 助成限度額

1日ドック(日帰り)男性 43,050円 14,000円

1日ドック(日帰り)女性 46,200円 15,000円

2日ドック（1泊ドック） 65,730円 21,000円

脳ドック 44,100円 14,000円

PET検診(がんドック) ※ 86,000円 28,000円

※前年度助成を受けられた場合は、今年度は助成の対象になりません。

○
対
象
者

　

35
歳
以
上
の
美
浜
町
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
で
、
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
世
帯

の
方

○
助
成
額

　

原
則
と
し
て
、
県
内
の
医
療
・
検
診
機

関
で
受
診
し
た
基
本
料
金
の
約
3
分
の
1

で
す
。
た
だ
し
、
交
通
費
や
オ
プ
シ
ョ
ン
等

に
よ
る
追
加
料
金
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
申
込
締
切　

10
月
29
日(

金)
□ 検診内容と助成限度額

　

来
春
の
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の
う
ち

就
職
を
希
望
す
る
生
徒
が
、
昨
年
に
比
べ

約
二
割
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

求
人
は
昨
年
に
比
べ
約
二
割
減
と
た
い
へ

ん
厳
し
い
就
職
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

若
年
者
の
県
外
等
へ
の
流
出
を
防
ぎ
、

企
業
や
地
元
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に

も
、
新
規
高
卒
者
対
象
求
人
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

敦
賀
公
共
職
業
安
定
所　

求
人
係  

☎
22
‐
４
２
２
０

新
規
高
卒
求
人
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
へ

登
録
を
お
願
い
し
ま
す

　

町
で
は
、
災
害
が
発
生
し
た
時
や
そ
の

お
そ
れ
が
あ
る
時
に
手
助
け
が
必
要
な
方

(
災
害
時
要
援
護
者)

を
地
域
で
支
え
合

う
た
め
の
体
制
を
、
地
域
の
方
々
と
と
も

に
築
い
て
い
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
災
害
時
に
支
援
を
必
要
と
さ

れ
る
方
を
事
前
に
確
認
す
る
た
め
、
災
害

時
要
援
護
者
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

▼
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

登
録
で
き
る
方

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者

　

(

一
人
暮
ら
し
の
方
、
高
齢
者
の
み
の

　
　

世
帯
に
属
す
る
方)

・
介
護
が
必
要
な
方

・
身
体
障
が
い
者

・
知
的
障
が
い
者

・
そ
の
他
、
災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る

　

こ
と
が
困
難
な
方

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

吉
田)  

☎
32
‐
６
７
０
４

▼
登
録
方
法

　

｢

登
録
申
請
書｣

に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、各
区
長
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

原
則
と
し
て
、
本
人
申
請
に
よ
り
ま
す

が
、
本
人
申
請
が
困
難
な
場
合
は
、
配
偶

者
や
扶
養
義
務
者
、
保
護
者
等
に
よ
る
代

理
申
請
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、｢

登
録
申
請
書｣

は
、
各
区
長

に
お
渡
し
し
て
あ
り
ま
す
。

▼
提
出
期
限　

10
月
12
日(

火)
平
成
22
年
度
中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
学
校
教
育
課(

担
当･

志
賀)  

☎
32
‐
６
７
０
８

◇
受
験
資
格

　

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
ま
た
は
就
学
義

務
猶
予
免
除
者
で
あ
っ
た
方
で
、
平
成
23

年
3
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る

方　◇
願
書
受
付
期
間　

　

8
月
20
日(

金)

～
9
月
7
日(

火)

◇
試
験
日　

11
月
2
日(

火)

◇
試
験
科
目　

　

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
英
語

※
受
験
希
望
者
や
試
験
の
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
名
簿
は
、
区
長
や
民
生
委
員
、
福

祉
委
員
等
に
提
供
さ
れ
、
災
害
発
生
時
に

要
援
護
者
の
安
否
確
認
や
避
難
支
援
の
た

め
に
活
用
し
ま
す
。
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平
成
22
年
国
勢
調
査
福
井
県

人
口
予
想
懸
賞
を
募
集
し
ま
す

　

県
で
は
、
10
月
1
日
に
行
わ
れ
る
国
勢

調
査
に
対
す
る
県
民
の
意
識
を
高
め
、
調

査
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
県
人
口
予
想
懸
賞
を
募
集
し
ま
す
。

●
懸
賞
問
題

　

平
成
22
年
10
月
1
日
に
行
わ
れ
る
国
勢

調
査
に
よ
る
福
井
県
の
人
口
は
何
人
で

し
ょ
う
か
？(

福
井
県
集
計
の
速
報
値
と

し
ま
す)

●
応
募
資
格

・
県
内
に
居
住
す
る
方

・
応
募
は
1
人
1
回
限
り
と
し
、
複
数
応

募
し
た
場
合
は
、す
べ
て
無
効
と
し
ま
す
。

●
応
募
方
法

①
答
え　

②
郵
便
番
号　

③
住
所

④
氏
名(

ふ
り
が
な)　

⑤
年
齢　

⑥
電

話
番
号
を
記
入
し
、
は
が
き
に
よ
る
郵
送

ま
た
は
、
パ
ソ
コ
ン･

携
帯
電
話
か
ら

メ
ー
ル
に
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間

　

8
月
12
日(

木)

～
10
月
10
日(

日)
 

《
は
が
き
》
10
月
10
日(

金)

消
印
有
効

 

《
メ
ー
ル
》
10
月
10
日(

金)

　
　
　
　
　
　

午
後
12
時
受
信
ま
で
有
効

●
賞

　

1
等　

芦
原
温
泉
ペ
ア
宿
泊
券 

1
人

　

2
等　

越
前
が
に　
　
　
　
　

 

2
人

　

3
等　

若
狭
ふ
ぐ
セ
ッ
ト　
　

 

3
人

　

4
等　

福
井
県
特
産
品　
　
　

 

20
人

●
当
選
者
の
決
定･

発
表

　

1
等
か
ら
4
等
ま
で
、
県
が
発
表
す
る

平
成
22
年
度
国
勢
調
査
速
報
の
県
人
口
に

一
致
し
た
も
の
、
ま
た
は
、
こ
れ
に
近
い

も
の
の
順
に
決
定
し
、
平
成
23
年
2
月
下

旬
ま
で
に
、
当
選
者
本
人
に
賞
品
と
と
も

に
通
知
し
ま
す
。(

同
じ
答
え
が
2
人
以

上
い
る
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。)

●
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

取
得
し
た
個
人
情
報
は
、
賞
品
の
発
送

に
利
用
す
る
と
と
も
に
、
個
人
を
識
別
で

き
な
い
統
計
情
報
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

※
ご
応
募･

お
問
い
合
わ
せ
先

・
〒
９
１
０
‐
８
５
８
０

　

福
井
市
大
手
3
‐
17
‐
1

　

県
総
務
政
策
部
政
策
統
計
課
内

　

平
成
22
年
国
勢
調
査
福
井
県
実
施
本
部 

☎
０
７
７
６
‐
20
‐
０
２
７
３

・
応
募
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

ko
ku

ch
o
u
@

p
ref.fu

ku
i.lg.jp

　
　

国勢調査のイメージ ･ キャラクター

平成 22 年 10 月 1 日 ( 金 )

歴史フォーラム
　　｢ ここまで分った！興道寺廃寺 ｣

※お問い合わせ先　文化財保護･町誌編纂室(担当･松葉) ☎32ｰ0027

第1回

日時

会場

内容

入場無料

9 月 5 日 ( 日 )
午後 1 時～ 5 時

中央公民館ホール

｢ 発掘で分かった興道寺廃寺の姿 ｣、
｢ 興道寺廃寺から見た寺院経営 ｣、
｢ 興道寺廃寺から見た交通路 ｣ 等を
テーマにした報告会や講演会等

講師
菱田 哲郎 氏 ( 京都府立大学准教授 )
門井 直哉 氏 ( 福井大学准教授 )

日時

会場

内容

9 月 25 日 ( 土 )
午後 1 時～ 5 時

中央公民館ホール

｢興道寺廃寺建立前夜と豪族の足跡｣、
｢ 興道寺廃寺と周辺社会を舞台とした
人々 ｣、｢ 興道寺廃寺と古代寺院を舞
台とした人々 ｣ 等をテーマにした報
告会や講演会等

講師
市 大樹 氏 ( 大阪大学大学院准教授 )
栄原 永遠男 氏
　　　　　( 大阪市立大学大学院特任教授)

｢耳川流域に大
だ い が ら ん

伽藍、現る
　～往時の興道寺廃寺をとりまく風景～｣

｢耳別氏、耳川流域に起つ ～興道寺廃寺をと　
　りまく地域、仏教、そして人々の実像～｣

第2回
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自
動
車
事
故
被
害
者
に
対
し

支
援
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構 

福
井
支
所 

☎
０
７
７
６
‐
22
‐
６
０
０
６

  

介
護
料
の
支
給
制
度

● 

対
象
者

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
保
護
者
が
死
亡

ま
た
は
重
度
後
遺
障
が
い
が
残
っ
た
方
の

中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も

  

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付
制
度

　

当
制
度
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
当
機
構
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

対
象
者

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
脳
、
脊
髄
ま

た
は
胸
腹
部
を
損
傷
し
、
日
常
生
活
を

お
く
る
上
で
介
護
が
必
要
と
な
る
方

● 

支
給
額(

月
額)

　

２
９
，２
９
０
円
～
１
３
６
，８
８
０
円

の
範
囲
内
で
支
給

● 

返
還
方
法

　

中
学
校
卒
業
後
、
１
年
を
据
え
置
い
て

か
ら
20
年
以
内
に
均
等
払
い
で
返
還
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
高
等
学
校
、
大
学
等
に
進
学
さ

れ
た
場
合
は
、
卒
業
ま
で
返
還
を
猶
予
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

貸
付
額

▽
一
時
金

　

１
５
５
，０
０
０
円

▽
貸
付
期
間
中(

毎
月)

　

２
０
，０
０
０
円

▽
小
中
学
校
入
学
時
の
入
学
支
度
金

　

４
４
，０
０
０
円

● 

貸
付
金
利

　

無
利
子

職場のトラブルでお困りの皆様へ

① 福井労働局総合労働相談コーナー　

　　福井春山合同庁舎内 14 階　　　☎ 0776-22-3363

② 福井労働局雇用均等室

　( 男女雇用機会均等、短時間労働者均衡待遇に関する相談 )

　　福井春山合同庁舎内 9 階　　　  ☎ 0776-22-3947

③ 敦賀総合労働相談コーナー　　　　

　　敦賀労働基準監督署内　　　　　☎ 0770-22-0745

　解雇、雇止め、退職勧奨、懲戒、退職、配置転換、出向、人事

考課、労働条件の引き下げ、募集 ･ 採用、男女均等取扱い、セク

ハラ、パート均衡待遇、いじめ ･ 嫌がらせ、損害賠償等、職場の

トラブルで悩んでいませんか？

　労働局が解決のお手伝いをします。

　まずは、お気軽に次の相談コーナーへお電話ください。

～福井労働局からのお知らせ～

※①には、女性相談員とポルトガル語通訳がいます。
　②には、女性相談員がいます。

福井労働局ホームページ
　http://www.fukuiroudoukyoku.go.jp/　

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
商
工
観
光
課(

担
当･

西
野)  

☎
32
‐
６
７
０
５

　

常
に
正
し
い
計
量
器(

は
か
り)

を
取

引
・
証
明
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
計
量

法
第
19
条
に
よ
る
計
量
器
の
定
期
検
査
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
商
店
、病
院
、

学
校
、
農
林
水
産
団
体
等
で
取
引
や
証
明

の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
計
量
器
は
も
れ

な
く
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
日
時･

会
場

平
成
22
年
度
計
量
器(

は
か
り)

定
期
検
査
の
実
施
に
つ
い
て

▼
9
月
28
日(

火)　

 ･

午
後
1
時
～
1
時
50
分　

　
　
　

中
央
公
民
館

 ･

午
後
2
時
10
分
～
3
時

　
　
　

美
浜
町
漁
業
協
同
組
合
本
所

▼
9
月
29
日(

水)　

 ･

午
前
10
時
～
10
時
40
分　

　
　
　

美
浜
町
漁
業
協
同
組
合
丹
生
支
所

 ･

午
前
11
時
～
11
時
40
分

　
　
　

菅
浜
生
活
協
同
組
合
前

 ･

午
後
1
時
10
分
～
1
時
50
分　

　
　
　

東
部
診
療
所

 ･

午
後
2
時
10
分
～
3
時　

　
　
　

は
あ
と
ぴ
あ

※
当
日
受
検
で
き
な
い
場
合
は
、
近
隣
市

町
村
の
検
査
会
場
ま
た
は
福
井
県
計
量
検

定
所
で
早
め
に
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

※
支
給
額
は
、
介
護
用
品
の
購
入
費
や
在

　

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス･

短
期
入
院
等
の
負

　

担
額
に
応
じ
て
算
出
し
ま
す
。
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まちの話題をお知らせします。

浜町子ども会ミニバレーボール大会
美浜っ子たちの熱戦

　7 月 17 日に、総合体育館で美浜町子ども会ミニバレーボール
大会が開催されました。
　大会には、各地区の子ども会から、男子の部と女子の部に合計
37 チームが出場しました。
　会場では、児童たちがレシーブ、トス、アタック等、息の合っ
たチームプレイを披露し、今までの練習の成果を十分に発揮して
いました。また、得点が入る度に、選手だけでなく、応援にきた
保護者の大きな歓声が響き渡っていました。
　大会結果は、次のとおりです。

美

33回美浜納涼花火大会
テーマは｢輝け美浜★夜空にドドンパ｣

　8 月 7 日に、久々子湖畔で第 33 回美浜納涼花火大

会が開催されました。

　当日の午後 2 時からは、湖畔横のイベント広場で、

わかさ東商工会による ｢ わかさ東あきんど祭り ｣ が同

時開催され、美浜中学校と美方高校共演のブラスバン

ド演奏会や ｢ よさこい ｣ の披露等が行われました。

　その後、8 時頃から音楽の演出とともに湖上より

次々と花火が打ち上げられ、夏の夜空に大輪の花を咲

かせました。

第

↓大人顔負けのアタックを打つ選手

↓約 2,500 発の花火が夜空を彩りました↓約 1,000 個の竹灯籠で作られた天の川が境内に浮かび上がる

　7 月 24 日に、彌美神社で ｢ 七夕まつり ｣ が開催さ
れました。
　神社の境内には、天の川をイメージした約 1,000
個の竹灯籠と廃油で作ったエコろうそくが並べられ、
地元バンドや野原広子さん ( 声楽家 ) によるライブが
行われました。
　訪れた人は、竹灯籠が醸

かも

し出す幻想的な雰囲気の中、
夏の夜のゆっくりと流れる一時を、家族や友人と一緒
に過ごしていました。

七 夕まつり
彌美の社の天の川

男子の部 女子の部

優勝 新庄男子 松原
ミラクルパインズ

準優勝 菅浜ドラゴン 荒井流星ガールズ

3位

 ○丹生･竹波･白木
　 一心同体

 ○佐田･坂尻
　 カーネルサンダース

 ○啓成ガールズ7

 ○河原市
    フラワーズ

【大 会 結 果】


